
理学系研究科長 (理学部長)と理学部職員組 との交渉△
ロ

1999年 11月 25日 、12月 16日 、2000年 1月 25日 に小間研

究科長、植田事務長 と理学部職員組合 (理職)と の間で

定例研究科長交渉が行われた。主な内容は以下のとおり

である。

1.昇格改善等について

11月 の交渉で理職は今年度の特昇について配布予定を

尋ねた。事務長は7月 1日 に遡 り、12月発令、全部で62

名であると答えた。

11月 の交渉で理職は12月 のボーナス時の勤勉手当 (成

績率)に ついて、98年 6月 期から数えまだ0.7の配分を

得ていない職員について、必ず配分するように重ねて要

求した。事務長はその予定だと答えた。 (12月 には要望

どおりに該当者への07の配分が確認された。)

事務職員

11月 の交渉で理職は、本部 と事務長 との間で行われた

事務官の昇任等のヒアリングについて状況を尋ねた。事

務長は、11月 18日 に人事異動関連のヒアリングがあり、

昇任人事についてお願いしたと答えた。理職は組合で要

求している職員も含まれていることを確認した。

12月 の交渉で理職は、人事院と文部省が学科事務への

専門職員配置は困難 との見解を明らかにした点について

全国大学高専教職員組合の文書を手交して、今後の理学

部当局の方針をただした。科長は理学部 としては学科事

務の必要性を認め、構成メンバーが納得すれば、組織替

えも念頭に待遇改善を図りたい旨を答えた。

11月 、12月 の交渉で理職は事務主任の 6級昇格につい

て、早期実現を訴え、事務長は取 り組んでいると答えた。

1月 の交渉では、文部省が昨年から大学に退職 2年前の

掛長の 6級定数を配布するようになり、東大当局もその

方針であり、該当者は来年度で退職 2年前になることか

ら、理学部でも早期に実施してほしいと要望した。事務

長補佐は具体的な情報は得ていないと答えたが、科長は

事務長に引き続き努力をお願いしたいと答えた。

技術職員

1月 の交渉で理職は、2000年度の昇格要望書を手交し、

特に 5級昇格要求のうち、高度な技術を評価されて民間

企業から協議採用された職員が、職務内容は行 (一)で
ありながら行 (二)で採用となり、中途採用などを理由

として同年齢の技術職員に比べ著しく昇格が遅れている

技術職員について訴えた。また、今年度の 7級昇格の配

分について尋ね、事務長補佐は3月 中下旬頃ではないか

との見通しを述べた。理職は技術専門官、技術専門職員

の選考の時期であるので、基準に達している職員の推薦

を要望し、補佐は技術委員会で検討して推薦すると答えた。

図書職員

11月 、12月 の交渉で理職は行 (二)採用などにより5

級昇格が遅れている図書職員の早期昇格を重ねて訴えた。

1月 の交渉で理職は、2000年度の昇格要望書を手交し、

特に上記 5級要求の職員については来年度には文部省の

5級昇格選考基準を完全に満たすので、最低限今年の 4

月での昇格を訴えた。事務長補佐は基準を満たすのであ

れば問題ないと答えた。理職は昇格要望書にある全員が

推薦されるのか尋ね、事務長補佐は推薦基準を満たして

いる人は例年全員上申していると答えた。

2.独立行政法人化について

11月 の交渉で、理職は独立行政法人化 (独法化)の間

題をめぐる学外の状況について尋ねるとともに、独法化

は大学には馴染まないと主張した。科長は、この間の経

過を説明し、大学側 としては11月 10日 に国立大学理学部

長会議で声明を出すなどの努力をしていると述べた。ま

た、高等教育機関と通貝J法 は馴染まないと述べた。12月

の交渉で、理職は、労働法の専門家からみても通則法は

問題が多いことを指摘した上で、理学系研究科 (理学部)

として独法化に対する意思表示が必要ではないかと主張

した。また私立大学も含めた高等教育全体をどうするか

という視点が重要であると指摘した。科長は、さまざま

な形で大学外への情報発信に努力していると述べた。ま

た、安い授業料で高等教育を受けられる仕組みは残すべ

きだと述べた。1月 の交渉で、理職は、東大および理学

部の今後の対応について尋ねた。科長は、教官集会など

で教授会メンバーの意見をふまえた上で対応していきた

いと述べた。また、独法化をめぐる状況は流動的な面が

あると述べた。

3.積算校費について

11月 の交渉で、理職は積算校費の扱いについて尋ねた。

科長は、文部省は平成12年度は平成11年度と同額を出す

としているが、平成13年度は大学問で差が出る可能性が

あると述べた。東大内部での配分については、総長は従

来通 りに配分する意向であると述べた。国の教育に対す

る投資額の少なさに対しては、大学の姿が一般国民に見

えるようにするための大学側の努力も必要であると述べ
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●

た。また、積算校費のような基本的な経費については、

組織がつぶれないように基本額を配分すべきであるとの

認識を示した。

4.定員削減問題について

11月 と1月 の交渉で理職は、今年度で定年になる技術

職員 3名 をそのまま定員肖J減に充てるのかと尋ねた。科

長は、人事委員会で、基本的には定年者を定員削減に当

てるという申し合わせがあり、今年もそのとおりに決まっ

たと答えた。理職は、事務職員の場合ポス トは補充対象

になるが、技術職員は削減される一方であり、現行どお

りの対応を続ければ、理学部の技術職員は今年を含め今

後 5年間で10人、さらにその後の 5年間で12人が定年と

なり、現在45名 の技術職員が10年後には半減してしまう

という事実を指摘し、理学部 としてどう対応するか方針

が必要だと主張した。科長は、現行のやり方で職種構成

にアンバランスが生じることは問題であり、長期的な対

応を考える必要があると述べ、人事委員会で長期的な方

針を検討してもらうことを約束すると答えた。

5。 その他

11月 の交渉で理職は、学内広報の理職書記局への一部

送付を求め、事務長は了承した。

理職は、東京大学の設置形態に対する意見調査報告に

ついて調査の対象と規模を尋ねた。科長は、調査は各部

局長あてに7月 末〆切で来た、理学部では将来計画検討

委員会と相談し回答した、その結果は総長室でまとめら

れ各部局長に再送付されたと答えた。理職は報告書は学

内広報などで扱われるのかと尋ねたが、科長は今回の調

査は総長宛に出したものであり広報で扱う内容ではない

と答えた。

理職は情報科学専攻が理学系研究科から離れることに

関して尋ねた。科長は、今年度の概算要求では情報学環

の要求順位が 1位になった (そ してその設置が認められ

た)が、来年度は情報理工学系研究科の設立が 1位にな

る可能性がある、しかし東大としては柏キャンパスの建

設が先決であり、理学系としても1号館の第二期工事が

先決であるので、それまでは情報科学は同じ場所にとど

まるだろうとの見通しを明らかにした。

12月 の交渉で理職は、2000年問題への対応について内

容を尋ねた。科長はライフラインが切れた場合に備えて

各教室に対策をお願いするとともに、中央事務 としても

年末年初に対応できる態勢をとっていると述べた。また、

事務系のパソコンについては対策用のDttRを配布すると

答えた。

理職は補正予算で理学系研究科についた内容を尋ねた。

科長と事務長は、原子核科学研究センターのサイクロト

ロンの田無から理研への移設関連の予算がついたと答え

た。

原子核研究センターの移転について、 1月 の交渉で理

職は、職員の調整手当てに関連して、本務地はどこにな

るのか尋ねた。科長は、実態に合わせた勤務地で、和光

市になる可能性が高い、調整手当は今までも田無市で出

ていた、移転後の三年間は同じ額が適用されると答えた。

理職は移転のスケジュールを聞いた。科長は、移転自体

は7月 を目処に田無をクリアすることで進んでいると答

えた。理職は移転で職員が不利にならないようにしてほ

しいと訴え、科長は要望に添えるよう努力したいと答えた。

1月 の交渉で理職は、柏キャンパスについて柏図書館

の概算要求などの話を聞いているか尋ね、科長は特に聞

いてはいないと答えた。理職は、柏図書館は全国サービ

スも盛 り込もうとしているのに増員要求は出さないらし

い、我々図書館員も影響を受けるのではないかと尋ねた。

科長は一般論だが、定員削減は非常に厳しく、純増は難

しく、コンピューター支援等による効率化の方が通りや

すい状況にある、そちらの方向で対応せざるを得ないの

ではないかとの考えを述べた。

理職は東京大学の教官の定年延長について、どのよう

に意見をまとめていくのか尋ねた。科長は昨年12月 の部

局長会議で、定年を順次延ばすという総長提案が基本的

に了承され、 3月 の評議会で最終決定される予定だと答

えた。
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博士 (理学)学位授与者

平成11年 11月 8日付学位授与者 (1名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

論文博士  生物化学  滋 賀 洋 子  がう雰極藷路絶葉先,覆た
ンヒドログルシトールの代謝とそのグリコー

平成11年 12月 13日 付学位授与者 (5名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士  生物化学  矢 花 聡 子  分裂酵母の減数分裂誘導期における増殖抑制機構の解析

平成12年 1月 24日付学位授与者 (15名 )

種  別

課程博士

〃

〃

〃

論文博士

専  攻

天 文 学

生物化学

〃

生物科学

〃

申 請

吉 田

木 賀

安 岡

宮 崎

八 木

者 名

雅 一

正 典

健 成

元

裕 子

由 子

はるか

健 二

真 人

淳 也

寛

文 彰

大 介  哲幣霜
)δ

)すよダ
RNA認識タンパク質の h宙troお よび

顕 人  メダカの 7回膜貫通型受容体の遺伝子構造 と機能の解析

裕 明  広塩性魚ティラピアのクロライド代謝系の機能分化

ひとみ  ゼノパスアル ドラーゼのC遺伝子のクローニングとプロモーター解析

平成11年 12月 31日 付学位授与者 (1名 )

請 者 名 論 文 題 目

哲 弘  葉の形状の構造的特徴に基づ く分類法

賢 治  聡マ;「F聡色亀競『三曽竺争すラ桑罰あ群奥
ノデータを用いた

宗 行  ふ9灸単おそ票贔島霞巽賽之
膜の渦対励起と回転渦の基礎研究 (多子L質

論 文 題 目

2次元電子系における秩序状態

肇倉累信雷5詈a星義
止めのはずれに対する不純物効果 :局所的に不均

HERAに おける光生成反応による光子放出断面積の測定

素主じ百

'F奨

里含賃懇昇畠
漸深海性腐食性十脚甲殻類のファウナルゾ

ζヱ路恣 釜こちり留警ヲ芦
けるBIcGMPの作用とグアニル酸シク

,91捜ξ型鰹鍵繁θ:重揚      (メ

イガ科、鱗翅目)のアポリポホ

嘉蒼各釜ぁ髪蔑委影適進
ルナ地域におけるヒマラヤ変成帯の主中央衝上

千w想
記憶の統合による異機種環境における分散共有オブジェク

大型水チェレンコフ検出器におけるp→ e+πOに よる陽子崩壊の探索

多光子励起により誘起された液体分子線表面の分子反応過程

ラット卵巣におけるゴナドトロピン放出ホルモン受容体の発現と機能

4整ど券形
アヽサラフティ盆地、フリオ油田の中新統炭酸塩岩貯留岩の
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種  別

課程博士

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

論文博士

〃

専  攻

情報科学

物 理 学

〃

〃

〃

〃

生物科学

〃

〃

地 質 学

情報科学

物 理 学

化  学

生物科学

地 質 学

申

任

石 原

福 田

村 上

湯 本

梅 森

渡 部

諸 木

飯 村

山 口

河 野

塩 澤

河 野

向 後

松 田

〃

　

　

〃

　

　

〃



編 集 後 記

理学部広報の原稿依頼が届くと、「何もこの忙しいときに」とは、大方の感ずるところではあるまいか ?し

かし、編集委員として、ご寄稿いただいた原稿に目を通していると、その思いは内容には微塵もうかがえない

ことにすぐ気付きます。むしろ、頼まれたときの気持ちはどうあれ、原稿のそれぞれは、内容が充実し、読む

ものを引きつけずにはおかない。たとえば、毎号掲載される「研究紹介」は、他分野の研究動向を知る上で役

に立ち、中には、研究の着想とストーリーの壮大さにさすがと唸らせるものがあります。「新任教官紹介」は、

着任時の気持ちの高ぶりと、より優れた研究に果敢に取り組もうとする情熱が沸々と感じられます。また、私

が最も楽しみとする「退官者の挨拶」では、理学のあるべき姿を純粋に問い続けた先達の生き様と業績の前に、

自らを反省することしきりであります。編集委員としての任期は、あと一年残っておりますので、今後とも、

理学広報の充実に微力を注ぐ所存です。

編集面では、本年度より表紙の図案がカラー印刷となりました。このことにより、表紙に採用できる写真の

対象が広がり、サイエンスの現場を視覚的によリリアルに描写できるようになりました。最後になりますが、

平成 8年度以来、年 4号の発行が定着してきましたが、本年度もここに最終第 4号を発行する運びとなりまし

た。これは、ひとえに、ご多忙の中、ご寄稿 くださった諸先生方、編集の労を一手に引き受けてくださった庶

務掛、他みなさんのご協力の賜物であります。編集員一同、心から御礼申し上げます。

西 田 生 郎 (生物科学専攻)

nishida@biol.s.u― tokyo.ac.jp

編集 : 西 田 生 郎 (生物科学専攻)  内線 2447
nishida@biol.s.u‐ tokyo.ac.jp

江 口   徹 (物理学専攻)      2413
eguchi@hep― th.phys,s.u― tokyo.ac.jp

杉 浦 直 治 (地球惑星物理学専攻)    2430
sugitlra@geoph.s.u‐ tokyo.acjp

佐々木   晶 (地質学専攻)      2451
sho(Dgeol.s.u‐ tokyo.ac.jp

小 林 直 樹 (情報科学専攻)     2409
koba@is.s.u‐ tokyo.ac.ip

大 井   哲 (庶務掛)        2400
ooi@adm.s.u‐ tokyo.acjp
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